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2014年度第 2回定期研究会（「南アジア／インド班」第 7回研究会講演録）
講 師：田森 雅一 氏（国立民族学博物館特別客員准教授）＊講演当時は東京大学大学院
総合文化研究科・学術研究員、慶応義塾大学・埼玉大学・千葉大学兼任講師
題 目：“再帰的グローカル化”と音楽伝統の再生産
－インド・ラージャスターンにおけるムスリム世襲音楽家一族の 100年－
日 時：2014年 10月 24日（金）16 : 00～18 : 30
場 所：関西学院大学 西宮上ケ原キャンパス 先端社会研究所セミナールーム
司 会：鈴木 晋介
○司会 それでは定刻になりましたので、今年度の第 2回の定期研究会を開催したいと思います。
初めに、先端社会研究所「南アジア／インド班」研究員の鈴木慎一郎先生から一言、御挨拶よろし
くお願いします。
○鈴木 今回、田森さんをお招きしました、南アジア／インド班の研究員の鈴木と申します。皆さ
ん、お集まりいただきましてありがとうございました。きょうの田森さんの御発表は、多分我々、
インドの古典音楽というとすごく取っつきにくい、難しい、そういう印象を持っている人も多いと
思いますが、恐らくタイトルから拝察しますに、再帰的グローカル化と音楽伝統の再生産というこ
とで、今日のグローバル化でありますとか、ポストコロニアルな状況でありますとか、そういうア
クチュアルな状況を踏まえての、なおかつ詳細な調査に基づいた非常に興味深い話が聞けると推測
しております。
○司会 きょうは少人数の中でこじんまりとした感じですが、自由な感じで進めていければと思い
ます。司会は私、鈴木晋介が務めさせていただきます。初めに、講師の田森先生、簡単に御紹介さ
せていただきます。東京大学大学院総合文化研究科学術研究員、そのほか慶應義塾大学とか埼玉大
学、千葉大学で講師をなさっておられます。私、プリントアウトしてきたのですが、これは終了し
たイベントですが、田森さん自身もかつて演奏家でいらっしゃいました。今お回しますけど、おと
としにサラーム海上さんという方いらっしゃって、そのとき話題に出ましたユザーンさんというタ
ブラー奏者の方と、伝統的楽器の解説を田森さんがイベントでなさるという御活躍をなさっていま
す。本日は、田森さんのほうからもいろいろ自己紹介をしていただけると思いますが、1990年の
最初の著作以来、ずっと南アジア・インド音楽にかかわっていらっしゃいます。また、新しい御本
が来年の 2月に刊行されるご予定ということで楽しみにしております。それでは田森さん、どうぞ
よろしくお願いいたします。
○田森 過分な御紹介をいだき、ありがとうございます。また、このような発表の機会を頂き非常
にうれしく思っております。本題に入る前に、少し自己紹介の時間をいただき、インドとの出会い
から始まって、現在はどんな研究をしているかという話をさせて頂きたいと思います。
初めて私がインドに行ったのは 1980年初春ですので、今から 35年ほど前になります。そう言う
と日本でもインドでも「あなたはいくつなの」と聞かれます。そんなはずはない、もっと若いだろ
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うと。もちろんその時は学生で専攻は生物学・遺伝学でした。
当時、ワトソン＆クリックによる分子生物学が興隆し、生命の起源や人間の精神を形成する高次
神経系の研究に興味をもって理系に進んだものの、細胞や分子レベルの世界に少し違和感を感じ、
実験室を飛び出したいと思っているときに演劇に出会いました。最近では知っている方も少なくな
って残念ですが、寺山修司さんが主宰し、演劇実験室を標榜する「天井桟敷」に入って演出助手や
脚本助手の末席に連なるようになりました。そういった縁から、『書を捨て街に出よう』ではない
ですけれど、科学実験室を出て飛び込んだのが演劇の世界で、それが切っ掛けとなってインドを中
心にアジア諸国に旅にでるようになりました。そのようなこともあり、卒業後には理系の世界には
進まず、出版社に就職し、編集記者となってアジア諸国に取材に出かけました。記憶に残っている
ものですと、その当時社会問題にもなった「ジャパゆきさん」の故郷を訪ね、マニラの女性の送り
出し先シンジケートやスラム街、ミンダナオ島にも調査に出かけました。また、韓国に当時 13カ
所あった田舎の温泉場を訪ね、地域の歴史や説話などを取材して歩きました。
その一方でインド世界がなかなか頭から離れず、インド音楽を習うようになり、それが高じて仕
事をやめて、インドで師匠を見つけて内弟子となって過ごすようになりました。1987年のことで
す。最初はデリーで、その後にカルカッタに移動しました。インド音楽を習う過程で、伝統音楽を
育んだ文化や社会に興味を持つようになり、帰国後の 1990年に『インド音楽との対話』（青弓社）
という本にインド体験をまとめました。本を書くに当たって、これはちゃんと勉強しないといけな
いなと。音楽文化が中心になるにしても、インドの歴史、社会、宗教、カーストといろんなことが
関係している。そういったものが複雑にからみあって音楽世界を形成していることを改めて感じる
ようになりました。そこで注目したのがフィールドワークをベースとする文化人類学なんですね。
それで仕事をする傍ら、大学院に行って文化人類学を勉強するようになりました。1990年代後半
のことです。修士課程では、人類学理論やそこでの中心的なテーマであった親族関係や儀礼分析、
神話・口承文芸研究について興味を持ち 90年代に 3本の論文にまとめました。通常の研究者の方
のように、学部から大学院にそのまま進んで研究者になるというプロセスからすると、10年ぐら
い遅れている形になりますので、その分、年をとっているということになるかもしれません。
最初は「音楽そのもの」に対する興味から出発したのですが、博士課程では音楽家組織としての
流派（ガラーナー）や、その中核にある親族組織や師弟関係の連鎖、家系や流派のアイデンティテ
ィ・ポリティクスといった「音楽家の社会的世界」に研究対象が変わっていきました。ムスリムを
中心とする世襲音楽家の親族構造とか結婚の仕方、師弟関係のなかで伝承される伝統的な音楽財産
や技芸の学習などへの問題意識です。おもしろかったのは、秘伝を学ぶには師匠の娘さんを娶るこ
ともあり、女性が婚出する方向にダウリーという形でその秘伝が動いていくことでした。
そのようなことで、1990年代後半はムスリム世襲音楽家たちの親族構造と音楽財産の伝承形態
の相関に興味を持ち、フィールド調査の結果をもとに博士論文をまとめました。2000年以降、グ
ローバル化がさらに加速し、音楽伝統をめぐる再生産の問題がインド国内のローカルな世界の話に
は収まりきれなくなってきました。インド国内にとどまらない音楽家のネットワークや伝統音楽の
新たな展開に目を向け、インドとヨーロッパを往復しながら活動しているラージャスターンの音楽
家のコミュニティに注目した調査を行って今日に至っています。少し前置きが長くなりました。
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「南アジア／インド班」第 7回研究会講演録
“再帰的グローカル化”と音楽伝統の再生産
－インド・ラージャスターンにおけるムスリム世襲音楽家一族の 100年－
田森 雅一
（国立民族学博物館特別客員准教授）
はじめに
それでは、「“再帰的グローカル化”と音楽伝統の再生産－インド・ラージャスターンにおけるム
スリム世襲音楽家一族の 100年－」と題してお話をさせて頂きます。
まず、本発表の目的ですが・・・。今日の世界を“再帰的グローカル化”の時代と位置づけ、社
会化の古典的な場としての家族・親族を中心とする実践共同体が人間と文化様式の再生産にどのよ
うに向き合い、その系譜と職能を持続させながらローカルな歴史を形成し、同時にトランスローカ
ル／トランスナショナルな状況に巻き込まれつつ変容しているのかという問題について、インドの
世襲音楽家一族の事例を通して検討しようというものです。ここでの“再帰的グローカル化”と
は、モダニティと再帰性に関するギデンスやラッシュらの議論や、グローカリゼーションに関する
ロバートソンらの議論を踏まえたものです。しかし、世界的な均一化と地域的な多様化が同時進行
する今日的状況を特徴づけるグローカル化の概念から一歩進めて、人々の意識的選択と戦略性のも
とに、外部の多様性を取り込んで展開するローカリティの発現形式と、その歴史的プロセスを捕捉
するための概念として用いたいと思います。
アパドゥライは、インドなどの伝統社会はグローバル化を遂げつつある世界におけるローカリテ
ィの発現形式と土着化の力学を知るためのこの上ない現場であると指摘しています。そこでのミク
ロな現場でのアクターは家族・親族であり、人間の再生産をめぐる古典的な問題の新たな局面が浮
き彫りにされる。すなわち、社会化を担う家族がみずからを再生産すると同時に、文化様式をも再
生産しているとき、グローバル化という地球規模の変化にどのように向き合っているのかという文
化適応をめぐる古典的な人類学的問題が再焦点化される。インドのような伝統社会はそのような現
象を検討するのに格好の場というわけです。そして、このような時代においては、ブルデューがハ
ビトゥスとよんだ暗黙知の領域にある再生産可能な実践や成功は意識的選択や正当化のアリーナに
なっていくと。
本発表においては、このような再帰的近代における人間と文化様式の再生産の諸相について、イ
ンド・ムスリムの音楽芸能カーストを事例として探求してみたいと思います。より具体的には、北
インド北西部のラージャスターン州の州都ジャイプルに居住するムスリム世襲音楽家一族の四代
100年の系譜と歴史、特に 1980年代以降から今日に至る彼らの国内外での音楽活動に焦点を当て、
“再帰的グローカル化”が進行する世界でのインド音楽伝統の再生産についてローカルでミクロな
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視点から検討してみたいと思います。
北インド伝統音楽の社会的世界
具体的な事例に入る前に、今回の発表の背景として、北インド伝統音楽の社会的世界について触
れておきたいと思います。インドの伝統音楽の世界には、マールガとデーシ、シャーストリーヤと
ロークという分類概念があります。これらはざっくりとではありますが、大伝統と小伝統、古典音
楽と民俗音楽に対応します。このうち大伝統的な古典音楽の世界には階層化された音楽家のカテゴ
リーがみとめられます。
インドにおける古典音楽を簡単に定義すると、サンスクリットなどの古典語によって記述された
典籍にその理論が示され、ラーガという旋律に関する法則と、ターラという拍節と周期に関する法
則によって成立する音楽ジャンルといえるでしょう。寺院や宮廷において伝承されてきた音楽理論
をベースに発展を遂げてきた古典音楽に対して、地方の人々の口碑によって受け継がれてきた多様
な文化伝統によって育まれたものが民俗音楽と言えるでしょう。
北インドにおいてラーガとターラをベースにした音楽は、ムガル帝国を中心とする宮廷楽師の家
系に継承されてきました。ムガル帝国第 3代皇帝アクバルの宮廷においては、ヒンドゥーの高カー
ストからイスラームに改宗した主奏楽師の家系はカラーワントと呼ばれました。一方、宮廷におけ
るムスリム伴奏者の家系は後にミーラースィーと呼ばれるようになっていきます。このような宮廷
における古典音楽演奏を主体とする主奏者としてのカラーワントや伴奏者としてのミーラースィー
とは別に、村落部にはドームという蔑称で一括されてきた多様なカースト出身の音楽芸能者たちが
おり、カースト社会の底辺に置かれてきました。そのため、20～30年前までは古典音楽と民俗音
楽の演奏者、あるいは高カーストと指定カーストの音楽家がグループを組んで、同等の立場で演奏
することは稀なことでした。古典音楽の主奏者が政府や自治体の官僚、文化団体とのネットワーク
を通してダイレクトに海外と結びつくことが可能であったのに対して、古典音楽の伴奏者や音楽芸
能者は主奏者に従属しており、民族音楽グループの一員として常にマネジメントの対象となり、海
外との結びつきは間接的にならざるをえませんでした。
より具体的な地域で見てみましょう。私がこの二十数年間フィールド調査を行ってきたのが、ラ
ージャスターンという地域になります。インドの西側に隣接する国がパキスタンですね。ラージャ
スターンはインドの北西部に位置して、パキスタンと国境を接する乾いた大地です。この地域の支
配者はラージプートと呼ばれる戦士カーストで、ジョードプル、ウダイプル、ジャイサルメール、
そしてジャイプルなど城塞都市を中心とする藩王国に分かれていました。
このような藩王国の宮廷には、20世紀前半まで数多くの楽師が雇われていました。その中心と
なっていたのは声楽や舞踊で、その伴奏にはサーランギーという弓奏楽器や、タブラーなどの打楽
器が用いられました。
このような支配カーストの宮廷に雇用された楽師のほかに、ラージャスターンの村落部には支配
カーストをパトロンとするランガーやマーンガニヤールなどの音楽芸能活動を生業とする人々が暮
しています。彼らはコミュニティごとに伝統的象徴的な楽器、例えばランガーであればシンディー
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・サーランギー、マーンガニヤールであればカマイチャというように独特の弓奏楽器を用い、その
演奏を継承してきたわけです。そして彼らはパトロンの冠婚葬祭などにおいてその職能を果たして
きましたが、カースト社会においては最下層に置かれてきたということです。
このような楽師たちの社会音楽的地位はどのように決まったかというと、パトロンの社会経済的
地位とパラレルであったといえます。その領土の大きさと家格によってマハーラージャ（大藩
王）、ラージャ（藩王）、タークル（領主）と呼ばれるラージプートの一族がおり、その領域内の村
落ごとに農民や職人たちがいたわけです。
このような支配カーストに仕えるムスリムの楽師たちは、アラビア語で「世襲」を意味するミー
ラースから派生したミーラースィーとして、パトロンの系譜管理や系譜語りを生業として暮らして
きました。パトロンの人生儀礼などに際してその系譜を吟じたり、一族の栄誉をたたえる歌を歌っ
ていたりしました。その中でも優れた者はタークルからラージャの宮廷へ、さらにはマハーラージ
ャの宮廷に採用されるなどして楽師としての地位を上げていくことができた。しかし、マハーラー
ジャの宮廷のトップはムガル帝国の中心であるデリーやアーグラーから移動してきたカラーワント
たちでした。このような地方宮廷におけるカラーワントとミーラースィーの出会いが、後にガラー
ナーと呼ばれる流派形成に重要な役割を果たすことになります。
一方、村落部においては主として後進カーストや低カーストをパトロンとする者たちがいて、彼
らは概してドームと呼ばれたわけですが、ドームの中には自分たちのことを尊称としてのミーラー
スィー、あるいはミーラースィーの中にも自分たちのことをカラーワントの尊称である「カーンサ
ーヒブ」を名乗る人たちもいます。それはなぜかというと、英領植民地期の国勢調査においてドー
ムは乞食、ミーラースィーは踊り子の伴奏者として一括されたトラウマがあるからです。踊り子の
伴奏者という表現には、「売春婦の幇助者」という蔑まれた意味を含んで用いられました。
ここでミーラースィーの移動あるいは地位の上昇の例について具体的に見てみたいと思います。
ジャイプルの北方にシェーカーワーティーという地域があり、その中心にスィーカル宮廷がありま
す。この地域の村落で優れた楽師は、スィーカル宮廷に集められるわけです。さらにスィーカルや
アールワルといったラージャの地方宮廷で優れた楽師がいると、ジャイプルというマハーラージャ
が統治する更に大きな藩王国の宮廷に引き抜かれたりしました。そのような一族の楽師を頼って、
家族や親族一同が村落から都市に移動することもありました。村落から地方宮廷、そして中央宮廷
という楽師のモビリティと社会音楽的地位の向上が見られたわけです。
しかし先ほど述べたように、スィーカルとかジャイプルの宮廷の頂点はカラーワントと呼ばれる
ムガルの中央宮廷から移動してきた楽師たちで、ミーラースィーたちとは待遇において大きな差が
ありました。
宮廷楽師の移動と職位：ムガル宮廷とジャイプル宮廷
ここで、ムガル帝国の宮廷音楽について触れておきたいと思います。インド古典音楽のルーツは
古く 2000年前に遡るという説もありますが、ラヴィ・シャンカルのシタール演奏に代表されるよ
うな北インド古典音楽の直接のルーツは、ムガル帝国の宮廷音楽にあるとされています。ムガル帝
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国第 3代皇帝のアクバルは独特の感性をもつ人で、イスラーム以外の宗教や、正統派イスラームで
は忌避される音楽にも寛容でした。彼は北インドやペルシャなどから楽師を集めて楽師部屋を設け
ました。このように他宗教や音楽に寛容な傾向は第 4代のジャハーンギールや第 5代のシャー・ジ
ャーハンまで続いていくことになります。ところが第 6代のアウラングゼーブは他宗教には非寛容
でイスラーム原理上の理由から音楽を遠ざけ、宮廷楽師には暇をとらせました。また、ヒンドゥー
からイスラームへの改宗を迫りました。この時代に、村落の楽師たちの多くがイスラームに改宗
し、ミーラースィーと呼ばれるようになったと考えられています。アウラングゼーブの死後は後継
者争いや地方における反乱などでムガル帝国は弱体化の一途を辿り、ムガル帝国の中央宮廷に集め
られていた上級楽師たちは、今度は地方の有力宮廷に分散していくことになります。
逆にムガル帝国が弱体化を切っ掛けに、地方宮廷の力が強まって、デリーを離れた楽師たちを吸
収していくことになります。例えば、今日、お話するジャイプルがその中心的な役割を果たした宮
廷の 1つです。ジャイプル宮廷ではムガル帝国の組織機構を真似て、36部門を設立するのですが、
その中の 1つに楽師部門であるグニージャン・カーナを置きました。このグニージャン・カーナと
いう部門がデリーから流れてきた宮廷楽師の受け皿になると同時に、ラージャスターン中から集ま
った優秀な楽師たちの集う場所になっていきます。
1835年から 50年ぐらいの間が、このジャイプル藩王国の最盛期で、宮廷楽師の数は 200人を超
えていました。ところが、インド独立後に、藩王領主制は廃止され、宮廷に集められていた人々は
職を失うことになります。かつての宮廷楽師はどのように生き残っていったかというと、国営ラジ
オ放送局付き音楽家や、学校の音楽教師になる者もいましたが、そういったポストは少ないんです
ね。ですから、定職に就けなかったかつての世襲楽師たちの雇用は大きな問題になるわけです。
この表はジャイプルの宮廷における音楽家たちのカテゴリーと予算の変遷を示したものです。
1882年から 1933年までの変遷を示す資料が残っており、音楽家の人数と予算がどう変化したかを
知ることができます。楽師部門のトップにいたのは、先ほどのカラーワントというカテゴリー。2
番目が、弓奏楽器サーランギーや打楽器パカーワジで伴奏をやっていたミーラースィーです。
ちょっと見ていただきたいのは、カラーワントは 1882年には 54人いて、全体で約 1万 4,000ル
ピーが支払われています。ところが、サーランギーやパカーワジを演奏する者は 15人で 1,484ル
ピー。人数は 3分の 1ですが、1人当たりの平均の給与としては 10分の 1ぐらいということで、
いかにカラーワントとミーラースィー、主奏者と伴奏者の差が大きかったかがわかります。1882
年は、ジャイプルの宮廷音楽部門の最盛期の終わりころで、1880年に音楽をこよなく愛した藩王
が亡くなった後には、予算はどんどん削られていきます。人数も減り、その数は 54人から 44人
に、予算は半分ほどに削られている。1933年になるとカラーワントの数は半分以下になってしま
うということで、宮廷が持つ力は弱まると同時に、楽師たちも少なくなっていったことが、人数と
予算の変遷から伺い知ることができます。
藩王領主制の終焉と宮廷楽師たちのその後
ジャイプル宮廷にラージャスターンの各市から集められた優秀な楽師たち、あるいはムガル帝国
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のデリーから集められた楽師たちは、音楽に理解にある裕福なパトロンや放送局付アーティストな
どの安定した職を求めて、ラージャスターンの諸都市、あるいはデリーやボンベイなどの大都市に
分散していきました。またムスリムの世襲音楽家の中には、印パ分離に際してパキスタンに渡って
いく人々もいました。
一方、宮廷楽師の職を失ったミーラースィーとその縁者たちの中には、ジャイプルに残った者た
ちもいました。ジャイプルは山城の裾野に開けた平地に建設された城塞都市です。ムガル帝国が弱
体化する 18世紀初頭から、建設が始められました。町全体の色調からピンクシティと呼ばれてい
ます。かつての宮廷楽師とその縁者たちは城塞内に住んでいましたが、インド独立と印パ分離の動
乱の際に、ジャイプルに残ったムスリムの多くが、城塞外の都市計画区域外の荒れ地に立ち退かな
ければならなくなりました。この地域は、現地の言葉で「雌虎の住む場所」と今も呼ばれている通
り、かつては人の住まない土地だったことがわかります。
宮廷楽師の職を失ったあともジャイプルに残り、一族や親戚一同を率いてこの土地に移住してき
たのがモウラ・バクシュという人物で、ドゥルパドというヒンドゥー神への賛歌から発展した声楽
や、サードラと呼ばれる英雄賛歌を専門としていた音楽一族の末裔です。彼は 3人の息子には代々
伝得られたドゥルパドやサードラを教え、4人の娘は伴奏者の家に嫁がせた。すなわち、直系の男
子には伝統的な主奏音楽を、娘の嫁ぎ先にはタブラーやサーランギーなどの伴奏音楽を教えたわけ
です。
残念ながら、彼の直系子孫はインドにはおらず、彼の娘をめとった 2つの家族の子孫と親類縁者
のみが、その伝統の一部を今日に伝えています。それが、カーワーとゴチャの一族です。この 2つ
の一族がジャイプルを拠点とし、古典音楽をベースとする新たなフュージョン音楽を生み出す原動
力となっているといっても過言ではありません。
本発表では、カーワーを名乗る世襲音楽家の一族、四代 100年の系譜と音楽伝統、特に 1980年
代以降の若い世代の動向に焦点を当てますが、その前に、ミーラースィーというムスリム世襲音楽
家のコミュニティの社会構造について、簡単に説明を加えておきたいと思います。
ミーラースィーとカーワーの一族について
ミーラースィーというジャーティ（カースト）については既に触れましたが、インドにおけるム
スリムのカーストについては議論のあるところです。
ジャイプルとのその周辺地域に暮すミーラースィーは、もともとはパトロンの系譜語りや、地元
の英雄やヒンドゥー神の賛歌の歌唱、あるいはそれらの伴奏を行っていたヒンドゥーのダーディー
という職能カーストであったものが、アウラングゼーブの時代にイスラームに改宗したと考えられ
ています。しかし、改宗後もヒンドゥーの生活慣習に従って、村落部においてはヒンドゥーの寺院
や祭礼においてヒンドゥー神の賛歌を歌うという伝統が今でも残っています。
ところが、ジャイプルなどの都市に暮すミーラースィーの多くは彼らの祖先がダーディーからの
改宗者であることや、村落部に暮す親戚がヒンドゥー寺院で神々の賛歌を歌っていることに触れた
がらない者もいる。恐らくそのような都市での傾向は 1990年後半以降のイスラーム原理主義の高
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まりと無関係ではないと思います。
彼らは基本的にカースト内婚、すなわちミーラースィー同士で結婚しますが、カーワーとかゴチ
ャとかダウジー、チュンカルというゴートに分かれ、同じゴート同士では結婚しません。ゴートは
何かというと、ヒンドゥーに特有の外婚単位で、ゴートラというサンスクリット語に由来していま
す。高カーストのゴートラは古代のリシ、すなわち特定の聖仙名に結びつけられています。すなわ
ち、同じミーラースィーの中で結婚するものの、アフガニスタンやパキスタンのムスリムようにイ
トコ婚などの近親婚はしないということで、彼らがムスリムになる前のヒンドゥーの習慣が守られ
て来たと考えられます。また、彼らはおよそ 4代から 6代前にさかのぼる祖先の名前や親族の名前
を克明に記憶しており、近親婚は避けられます。
さて、カーワーの一族の系譜と音楽伝統ということですが、4代前までの彼らの祖先が世襲して
きたのはサーランギーという弓奏楽器です。弓で弾く擦弦楽器で、胡弓に近い奏法と思っていただ
ければ結構です。胴体に革が張られ、ガット弦を主弦とし、他に金属製の共鳴弦がたくさん張られ
ているので、音の響きが非常にいい。カーワーの一族は、宮廷においては主としてこの弓奏楽器に
よって古典音楽の伴奏を行ってきました。
この一族で 20世紀初頭にスィーカルからジャイプルに出てきた最初の人物がハイダル・カーン
です。スィーカル地方のゴークルプラーという村落の出身でスィーカルの宮廷に出仕していました
が、ジャイプル藩王国の宮廷楽師だったモウラ・バクシュの娘と結婚して、ジャイプルに定住する
ようになりました。
ハイダル・カーンには 2人の息子と 4人の娘がいました。今回の発表では長男のバシール・カー
ンと次男で末っ子のアブドル・ガフールの 2つの家系に分けて、今回のテーマである音楽伝統の再
生産のあり方について検討してみたいと思います。
新たなパトロンを求めて
20世紀の 100年において、彼らの社会生活及び音楽伝統にもっともインパクトを与えたのが宮
廷の消滅、すなわち旧来のパトロンとの経済的関係を失ったことが挙げられるでしょう。その後の
新たなパトロンとしては全インドラジオ放送や教育機関に注目する必要がありますが、音楽家個人
への直接的な影響としては、海外での演奏機会の獲得とメディアの飛躍的進歩が大きいと思いま
す。
カーワー一族の中でもっとも早く海外との関係を持ったのが、ハイダル・カーンの次男で末っ子
のアブドゥル・ガフールでした。彼は一族の世襲楽器サーランギーではなく、母方の祖父であるモ
ウラ・バクシュから古典音楽のカヤールの基礎を学び、後にカヤールの巨匠のアミール・カーンの
弟子になって、デリーの全インドラジオ放送局付音楽家の職を得ました。それらの縁で 1970年代
ごろからオランダやアメリカでインド音楽の演奏や教授の機会を得ることになりました。
彼はムスリムの世襲音楽家が家族名として用いる「カーン」を家族名として用いることをやめた
一族で最初の人物です。カーンとはムスリムのカースト名で、ムスリムの音楽家の多くが家族名と
して用いています。彼は、その使用をやめて、家族名に初めて「カーワー」というゴート名（氏族
関西学院大学 先端社会研究所紀要 第 15号
138
名）を用いたわけです。
アブドゥル・ガフール・カーワーの次の世代で海外とのコネクションを持ったのが、1964年生れ
のハミード・カーンです。彼はサーランギー奏者だった祖父のバシール・カーンまで続いたサーラ
ンギーではなく、タブラーを学びました。後でタブラーという楽器がどんな音を出す楽器が聞いて
もらおうと思います。楽器名だけではわかりにくいし、音が聞こえないと音楽は楽しめませんから。
ここでバシール・カーンから続く家系の音楽伝統について見ておきたいのですが、今日ではサー
ランギーという楽器の演奏機会がぐっと減っています。なぜかというと古典声楽の需要が減少し、
演奏の難しい伴奏楽器であるサーランギーの演奏者も少なくなりました。それに代わってタブラー
という打楽器の需要が高まった。そのため、今日ではミーラースィーの多くが打楽器タブラーなど
に転向して生計を立てています。
バシール・カーンの息子であったユースフ・カーンも祖先からの世襲楽器であるサーランギーで
はなく、親戚の巨匠からタブラーを学んだ。このユースフの長男が今回の主役であるハミード・カ
ーンです。
ただサーランギーにしてもタブラーにしてもまずは伴奏楽器であって、音楽の主導権や伴奏者の
選定は声楽やシタールなどの主奏者に握られていることが少なくない。ラヴィ・シャンカルのタブ
ラー伴奏として有名になったアラー・ラカーや、その息子のザキール・フセインのように世界的に
著名な音楽家にならない限り、国内外のプロデューサーからのオファーはまずは主奏者に行く。伴
奏者は、シタールやサロードとかそういう主奏楽器の演奏者に条件が決められてしまう可能性が高
い。
また、音楽学校の教育職は大学の学位が前提とされる。そのような学位保持者の大多数がヒンド
ゥーなんですね。ヒンドゥーは学校に行って学位をとって、音楽の教師の職を得ることができる。
ムスリムは実践的な音楽演奏に優れているんですけれども、暗黙知の顕在化や教授法などは別なト
レーニングを必要とするので、学校の教師にはなかなかなれない。名もなく、またコネもない若手
の伴奏者であれば、大きな演奏会や海外でのコンサートの出演機会にほとんど恵まれない。たとえ
優秀であっても、ホテルの観光客や結婚式の披露宴での演奏に生活の糧を求めざるを得ないことに
なります。
このようなローカルな社会関係の中で劣位に置かれたムスリムの世襲音楽家たちは、1980年代
以降のグローバル化の進展の中で、自分たちの技芸を披露する新たな活動の場と経済的機会を海外
に求めていくことになります。今回の話の中心となるハミードもそのような若者の 1人だったとい
えるでしょう。
ここで少しばかりビデオを見てもらおうと思います。ラヴィ・シャンカルがどういう人である
か、もし知らない人がいたらこの機会に知っていただければと思いますし、ビートルズのジョージ
・ハリスンも大分忘れられていると思いますので、どういう人だったかちょっと思い出してみてい
ただけるといいなと思います。
これはモンタレー・ポップフェスティバルという 1967年の映像です。これがラヴィ・シャンカ
ル、演奏している楽器がシタールです。ビートルズのジョージ・ハリスンは彼からシタールを習い
ました。
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（ビデオ上映）
このラヴィ・シャンカルは、最終的にムスリムの音楽家について音楽を習いました。師匠はサロ
ードの奏者で、彼はその師匠の娘と結婚しました。ラヴィ・シャンカルはヒンドゥーの高カースト
（ブラーマン）ですが、最初に結婚したのはムスリムの女性ということになります。彼女はアンナ
プルナ・デーヴィーというヒンドゥー名を名乗り、優れた音楽家であるにもかかわらず、離婚後は
コンサートなどの活動もせずにひっそりと暮らしているとのことです。ラヴィ・シャンカルは離婚
後、米国人女性との間に娘をもうけ、その後にインド人女性と結婚してもう一人の娘をもうけま
す。最初の娘がノラ・ジョーンズで、次の娘がアヌーシュカ・シャンカルです。ノラ・ジョーンズ
は自分の父親が誰かをはっきりとは知らずに育ったと聞いています。
さて、タブラーという楽器も少し紹介しておきましょう。
（ビデオ上映）
タブラーでもっとも知られているのが、ザキール・フセインです。インド音楽は知らなくてもザ
キール・フセインのタブラーは知っているという人が結構いたりします。
ハミードのフランスとの出会いとムサーフィル結成
さて、本題に戻り、ハミード・カーンの話をします。ハミードもジャイプルという狭い世界での
音楽家の競合世界から飛び出し、その活路を海外に求めようとしていました。その彼が、どうやっ
て海外と出会ったのか。彼は 1964年のジャイプル生まれで、幼少のころから古典音楽のタブラー
演奏を学びました。二十歳頃にジャイプルに来ていたフランス人のギタリストと知り合います。そ
のフランス人がインド音楽やタブラーに興味をもっていたことが幸いし、大きな転機となりまし
た。ハミードはそのフランス人を頼って、ロワール地方の地方都市アンジェに渡る。そこでいろい
ろな音楽家と知り合い、セッションをするようになる。その一人がティティ・ロバンです。彼はウ
ードやブズキといった各種の弦楽器演奏に通じた音楽家で、ワールドミュージックの祭典であるウ
ォーマドなどの常連として、今ではヨーロッパでは著名な演奏家兼音楽ディレクターとして知られ
ています。しかし 1980年代当時、2人はまだ無名でした。ハミードはティティと意気投合して、
「リュートとタブラーのデュオ」というグループを結成して音楽活動を始めます。
またこのころ、ハミードはアンジェ出身のフランス人女性と結婚しています。恐らくはジャイプ
ル出身のミーラースィーでは、外国人女性と結婚した初めてケースと思われます。彼はインドの宗
教社会的なカースト関係の中で、劣位に置かれていたミーラースィーという立場から自由になっ
て、さまざまな音楽家と共演することで生活の糧を得るようになっていく。インドのカースト社会
の網の目の中では職能者として扱われていたものが、海外では一人の自律した「ミュージシャン」
として扱われる。
さらにティティとハミードはブルターニュ地方で著名だった民謡歌手を中心に据えて、トリオを
結成します。アラビアの弦楽器ウードとインドの打楽器タブラー奏者に加えて、ブルターニュ地方
の民謡歌手という異色の顔合わせはフランス国内だけではなく、近隣諸国でも話題となって 1991
年には『3兄弟』というタイトルのアルバムを発表して成功をおさめます。彼らの音楽を聞いてみ
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ましょう。
（CD 試聴）
その後、ティティはハミードとの縁で、ラージャスターンのヘビ使いの舞踊カールベーリヤーで
知られるグラビ・サペーラーと知り合い、ロマ出身の音楽家たちも加えてジプシーを意味するタイ
トルの『ジタン』というアルバムを発表します。
このアルバム及びヨーロッパ主要都市でのコンサート活動の成功により、彼らはより広い層のフ
ァンを獲得していく。しかし、ティティと 2人のデュオから初めて、3人のトリオになるまではよ
かったのですが、それ以降はロマの音楽家たちが加わり、さらにはラージャスターンの舞踊家が加
わることで、ハミードは 1人のゲスト奏者の位置づけになってしまう。
ティティはハミードだけではなく、インドのさまざまな音楽家と知り合って、コラボレーション
を進めていく。グラビ・サペーラーに代表されるカールベーリヤーがユネスコの無形財産に指定さ
れたのは、ティティの功績によるところが少なくないでしょう。その一方で、ハミードはゲスト音
楽家の 1人になり、収入は減ると同時にフランスでの生活は困難なものになっていくわけです。
そこでハミードは 1人のゲストミュージシャンという立場に甘んじることなく、みずからが中心
となる音楽グループの結成を模索します。彼はタブラーという打楽器で、リズムを前面に押し出し
たラージャスターン特有の音楽と芸能に回帰していく。
彼はそれを「ヨーロッパでは皆が音楽の知識的な側面を求めている。リズムよりメロディとハー
モニーを優先している。一方、アフリカの打楽器のスイング感はすばらしい。タブラーなどのイン
ド音楽の打楽器も同じで、メロディの前にリズムがある」と表現しています。
彼はフランスでの生活や欧米ツアーに参加した十余年の経験や、ティティたちとの演奏活動、非
階層的な社会関係などを通して、音楽そのものの演奏のみならず、音楽プロデュースについても学
びました。西洋人が求めるインド的エキゾチズムの演出方法、ジプシーというコンセプトの活用、
曲のアレンジ、グループのマネジメント、出演料の交渉と分配などについても学習を積んでいった
ということでしょうか。
そしてメロディやハーモニーが中心となる西洋の音楽から、リズムが中心となり、打楽器奏者で
ある彼自身が中心となる音楽グループの結成に至ります。彼は 1990年代後半にフランスからジャ
イプル市に近いアンベールに土地を購入して移住し、そこにコンサートができる宿泊施設を建設
し、そこを拠点としてランガーやマーンガニヤール、カールベーリヤー、ファキール（曲芸師）な
どの芸能者をリクルートし、みずからがディレクターとなってラージャスターンの民俗音楽をアレ
ンジし、舞踊や曲芸的要素を取り込んだグループを組織します。それが「ムサーフィル」というグ
ループです。ムサーフィルはペルシャ語で「放浪者」を意味し、ジプシーとの関連を強く連想させ
るものです。そのようなジプシーとラージャスターンの旅芸人・放浪芸人との関連を演出するかの
ように、彼は 1997年と 2002年に音楽 CD を発表し、国内外での公演を成功させました。ムサー
フィルは日本に来たこともあります。
ムサーフィルの斬新さやインパクトについて、彼自身、何が受けたのか、何が斬新なのか自分で
語っている部分があります。「1995年に、タブラー奏者のハミード・ハーンによって結成されたム
サーフィルは、ラージャスターンでは一緒に演奏することのなかった音楽家たちによって構成さ
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れ、魅惑的なフュージョンを生み出しているグループ」「・・・人々は私たちが一緒に演奏できな
いと思っています。なぜなら、カーストによって音楽の種類が異なるからです。私が彼らをまとめ
ることができるのは、小さいころから父に音楽を習っていたという事と、違う種類の音楽をいろい
ろな人々と演奏することを楽しんでやってきたからです。ムサーフィルはラージャスターンで唯一
この方法をとっているグループです」
このように、自分はこれまでの音楽経験によって、異なるコミュニティ出身の人々の多様な音楽
をまとめることができる。それは小さいころから父に基本的な古典音楽をならっていたということ
と、違う種類の音楽をいろんな人々と演奏してきたからだと言っていて、ムサーフィルはラージャ
スターンで唯一この方法をとっているグループだと自負しています。
しかしこの間、ハミードの活動が全て順調であったというわけではなくて、2000年にはハミー
ド以外の主要メンバーであるランガーとマーンガニヤールが脱退して、「マハラジャ」という別の
グループを結成して活動を始めます。実際には別のプロデューサーによる引き抜きであったと彼の
弟から聞いています。彼らは『ジプシーキャラバン』という、ジプシー的な音楽芸能者たちを集め
たコンサートツアーを追ったドキュメンタリー・ビデオにも出演しています。
そこで、ハミードはグループを立て直すために、ラージャスターン中をめぐって新たな人材を発
掘し、人材を固定しないグループのプロデュースに力を入れるようになります。また、信頼できる
兄弟や親族の打楽器奏者、旧知の管楽器奏者を集め、「カーワー・ブラスバンド」という、バンド
とカールベーリヤーを組み合わせた斬新でキッチュなバンドをつくっていきます。さらには、曲芸
を中心とする古風な芸能をアレンジした「カーワー・サーカス」というグループも組織するなど、
音楽ディレクターとプロデューサーを兼ねて、ヨーロッパでの公演に力を入れて、今日に至ってい
ます。
カーワー一族四代の変遷①：バシール・カーンの系譜
ここで、ハイダル・カーンからバシール・カーン、そしてユースフからハミードとその子供たち
に至る音楽伝統の変化について確認しておきたいと思います。20世紀初頭からのこの 100年でジ
ャイプルに居住するミーラースィーの多くは、サーランギーという歌謡の伴奏楽器からより需要の
多いタブラーという打楽器を専業するようになっていきました。それでもインド国内では競合が激
しく、昔も今も十分な演奏機会に恵まれない者が少なくないのが実情です。そのような状況で生き
ていくためには、みずからの技芸を披露する新たな活動の場と経済的機会が必要です。ハミードも
そのような新天地を海外に求める若者の 1人でしたが、フランスに渡って成功をおさめてフランス
人の女性と結婚し、「雌虎のいる荒野」を出て外国人観光客が多い地域に居宅と音楽センターを構
えて、2人の息子を音楽家に育てあげました。娘はボーカル、息子はタブラーのほかにボイスパー
カッションのパフォーマーでもあります。
サーランギー奏者であったバシール・カーンの長男のユースフは、この一族での初めてのタブラ
ー奏者です。ユースフからハミード、そしてハミードからその息子のイリヤースにはタブラーは受
け継がれましたが、その音楽には世代間で大きな変化が見られます。すなわちユースフは古典音楽
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の伴奏のみであったのに対して、ハミードは海外の演奏経験の中でインドの古典音楽とラージャス
ターンの民俗音楽をベースに各種の西洋音楽を融合させたフュージョン音楽に進出し、その息子で
あるイリヤースはタブラーに加えてボイスパーカッションというように、彼らの音楽伝統をベース
としつつも、今日的な観衆の嗜好性に合わせた音楽を意識的に発展しているといえるでしょう。少
し、イリヤースのボイスパーカッションを聞いてみましょうか。
（ビデオ上映）
イリヤースにはハミードとフランス人女性との間に生まれた姉がいます。その姉は、ハヤールと
いう北インドの古典声楽を学び、コンサートも行なうようになっています。実はミーラースィーの
間では、娘（女性）をプロの音楽家、すなわち外に出て歌う音楽家に育ててはいけないということ
が不文律になっていました。それはなぜかというと、インドでは女性の歌い手や踊り子は売春と結
びけられ、女性楽師のいる家系やカーストは蔑まれてきた歴史があるからです。
ですから売春と結びつく女性歌手や踊り子を一族の中から輩出しないことは、自分たちの社会音
楽的地位を低下させないための方策でもあった。コータと呼ばれる花街の館に属する異なるカース
トの女性歌手や踊り子の伴奏を行なったり、音楽を教えたりする者はいても、身内には教えなかっ
た。ところが今や、フランス人との間に生まれた娘は、ハヤールやトゥムリなどの古典声楽を学
び、プロの音楽家としての自立を目指している。このことは、同胞集団にも複雑な影響を与えてい
ます。
この場合の彼女のアイデンティティはどのようなものか。父親がムスリムの音楽家、母親がフラ
ンス人であるということで、彼女自身のアイデンティティ形成についても興味があるところです。
彼女が自らについて語っている映像があります。
（ビデオ上映）
何を言っているのかというと、ヒンドゥーにはバクティという神と人間の境をなくすような信仰
のあり方があり、ムスリムにもスーフィズム（イスラーム神秘主義）という、歌謡や舞踊など身体
的感覚的活動によって生まれる酩酊状態のなかで神と人の境界のない境地に達しようとした人々が
いるというような話をしています。そして、自分たちのアイデンティティは、一つの宗教にとらわ
れないスーフィーの存在に近いようなものであると、そういうようなことを言っています。
カーワー一族四代の変遷②：アブドゥル・ガフールの系譜
さて、これまでバシール・カーンの家系について見てきたわけですが、その弟のアブドゥル・ガ
フールの家系についても見ておきたいと思います。
最初に話しましたが、アブドゥル・ガフールという人は、オランダを中心にヨーロッパとインド
を頻繁に往復して演奏活動を行なっていましたが、1998年に 59歳で亡くなっています。そのた
め、4人の息子たちの長兄が楽器店を経営して、家族の生計を立てなければならなくなった。父親
が亡くなった当時、次男のイシャクと三男のアマーナットは弦楽器シタールの修行をしていまし
た。イシャクは高名なシタール奏者の弟子となって古典音楽を学び、アマーナトはラージャスター
ン大学の音楽修士まで進みました。当時は、ミーラースィーが大学院の修士まで行くことは非常に
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珍しかった。ところが父親が亡くなったことから、博士課程には進みませんでした。そのころ次男
のイシャクはハミードとそのコネクションを頼ってフランスにいました。そこで、アマーナトも進
学せずに、その兄を頼ってフランスに渡ります。それから十数年が経ちました。彼は今もインドと
フランスを往復しながら、フランスで主にシタールの演奏活動やインド音楽を教えることで生計を
立てています。
次男のイシャクには 4人の息子がいますが、フランスでの生活で忙しく、なかなかインドに戻れ
ない。そういうことで弟のアマーナトが大学に行きながら、甥っ子たち 4人に声楽や器楽を教え
た。彼らが育った後は、イシャクとアマーナトの兄弟がプロデューサーとなって 4人の子供たちを
中心とする「マスターナ」というカッワーリーのグループを結成します。そのグループは海外での
需要に応じて、「ドールズ・オブ・ジャイプル」という打楽器グループも編成して活動しています。
この家系の特徴をまとめると、古典音楽や準古典音楽をベースとしつつも、世代ごとに楽器や音
楽の種類を変化させてきたということです。すなわち、曾祖父のハイダル・カーンはサーランギー
奏者、祖父のアブドゥル・ガフールは声楽・歌謡、その息子 4人のうち 2人はシタール奏者で、2
人はタブラー奏者。そして次男のイシャクの息子たちのうち、長男と三男は声楽・歌謡、次男はサ
ントゥールという打弦楽器の奏者、四男はタブラー奏者となりました。このように曾祖父までの世
襲楽器であったサーランギーを専門とする者は誰もおらず、それぞれの特性に応じて、声楽や器
楽、器楽であっても様々な楽器を専門とするようになっているということです。
このうちイシャクの三男、1990年代生まれのナウシャドは、インドで人気の歌謡オーディショ
ン TV 番組『インディアン・アイドル 2010』でファイナリストになりました。日本ではあまり知
られていませんが、今世紀の初頭に『アメリカン・アイドル』のように、国名のあとに「アイド
ル」を冠したグローバルフォーマットを有する TV 番組が世界を席巻しました。そのインド版が
『インディアン・アイドル』で、ナウシャドはそのオーディション番組に出場したわけです。
彼は番組でカッワーリー歌謡と古典的な映画歌謡の若き歌手として紹介され、ラージャスターン
中心に票を集めて、予選・本選を勝ち上がり、インド的に顔と名前が知られるタレントの仲間入り
をしました。残念ながら、最終的な優勝者となることはできませんでしたが、当方の彼へのインタ
ビューによれば『インディアン・アイドル』の出場後には、1ステージのギャラが多いときで 100
倍近くまで跳ね上がったそうです。
彼は全国紙の『ザ・タイムズ・オブ・インディア』のインタビューの中で、「音楽を教えてくれ
た叔父アマーナトの夢を叶え、恩返しがしたい」と述べていましたが、実際にジャイプルの一等地
に小さなビルを購入し、叔父とともに音楽学校の設立準備を進めています。これはほんの 1例です
が、一族のなかから、全インド的に知名度の高い音楽家を輩出すると、一族全体に社会経済的な波
及効果があることがわかります。
このようにインドにおける衛星放送の解禁以後、『インディアン・アイドル』や『インディアズ
・ゴット・タレント』などのグローバルフォーマットを有する音楽オーディション番組が導入され
て国民的な番組に成長し、またナウシャドの後に続こうとするミーラースィーの若者やグループの
出場者が増えました。
1990年以降に生まれた新しい世代は、テレビを自分たちの知名度を上げるための絶好の機会と
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捉えている。また、ブログとかフェイスブック、ツイッターなどのメディアの活用にもたけていま
す。今回の発表の表紙にも使用した写真ですが・・・、この場所はどこかというとフランスのロワ
ール地方にあるアンジェという地方都市なんです。彼らはマスターナ・カッワーリー・グループと
いうイスラーム神秘主義の歌い手として地方自治体から招かれていた。そのリハーサルをしている
ところです。それを、スカイプを活用して南アフリカにいるパトロンに見せたり、メンバーを紹介
したりしているわけです。
「ムサーフィル・モデル」の第二世代への継承と親族関係
ここで少し話しをもどし、ハミードとそのグループであるムサーフィルの次世代へのインパクト
について検討しておきたいと思います。繰り返しになりますが、ムサーフィルの特色は、その自己
紹介によれば「ラージャスターンではこれまで一緒に演奏することなかった音楽家たちで構成さ
れ、魅惑的なフージョンを生み出している」ことで、先にも紹介したハミードの自らの解説にもあ
るように、「打楽器を中心とするスイング感を前に出し、さまざまな異なるカーストの音楽を 1つ
にまとめてやっている」ということです。また、「ムサーフィルのメンバーは固定せずに人々を入
れかえて音楽活動をしている」ことをアピールしています。このことは、メンバー固定によるマン
ネリズムを解消し、新たなアーティストの発掘にも繋がると考えられます。そしておそらくこのこ
とは、固定したメンバーがまとまって抜ける／引き抜かれるという事態への対処にもなっていると
考えられます。
さて、ここでムサーフィルの革新性を 3つの要素にまとめ、それを「ムサーフィル・モデル」と
呼んでみたいと思います。すなわち、（①）ラージャスターンというローカリティとジプシーを結
びつけたエキゾチックなフュージョンを行っているということ。次に、（②）異なるコミュニティ
出身者によるメンバーによる音楽構成、すなわちカーストを異にするグループであるということ。
そして、（③）個人の音楽特性に基づく入れ替え可能なグループ形態であると。繰り返しの確認に
なりますが、リーダー以外はメンバーの非固定化をしているということです。
このような「ムサーフィル・モデル」の特質とインパクトについては、改めてきちんとまとめて
みたいと思いますが、暫定的には、ローカルなラージャスターン音楽伝統の脱埋め込み化、あるい
は脱領域化の一形態を象徴しているのではないかということです。1つの音楽ジャンルからの脱領
域化、1つのコミュニティあるいは地域性からの脱埋め込み化を遂げた音楽が、フランスなど海外
で流通して洗練されて今度はインドに還流し、さらに現地の音楽伝統に変化をもたらしているので
はないかと。
ムサーフィルの成功に触発されたグループは、今日まで数多く生まれています。ラージャスター
ンの音楽芸能的な多様性にジプシーのイメージを結びつけて、海外で活躍する次世代グループがし
のぎを削っている。インド国内においても、「ムサーフィル・モデル」を継承したグループが各地
の音楽祭やコンサートのみならず、衛星テレビに出演したり、デリーの音楽クラブで演奏したりす
る次世代グループが数多く登場し活躍している。
これは、インド国外、特にフランス、ベルギーに拠点を置いて活動をするグループを一覧表にし
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たものです。一応すべてのグループ代表等にインド国内外で複数回のインタビュー等を行っていま
す。まず、彼らの共通点を探ってみましょう。彼らのグループ名ですが、もともと放浪者を意味す
るムサーフィルは、「ジプシーズ・オブ・ラージャスターン」というコンセプトあるいはキャッチ
プレーズで活動していました。その次世代グループ名は、例えばドゥード・ジプシーズ・フロム・
ラージャスターンのように、ムサーフィルのコンセプトを引き継いでいることがわかります。ドゥ
ードというのはラージャスターンにある村落名で、グループ代表の出身村落をつけているんです
ね。ケーラープ・ジプシー・オブ・ラージャスターンのケーラープも村落名です。グループ名が、
「出身村＋ラージャスターン＋ジプシー」という構成になっていること。そのリーダーとなってい
るのはミーラースィー出身者であるということが共通点です。そして、そのメンバー構成はタブラ
ーやドーラクなどの打楽器、サーランギーなどの弦楽器、民謡歌手、そしてカールベーリヤーを中
心とする踊り子で、その演奏形態も非常によく似ています。
例えばドゥード・ジプシーズ・フロム・ラージャスターンのホームページ上の自己紹介文をみて
みましょう。このグループはムサーフィル以後の世代で、今日もっとも海外活動を頻繁に行い成功
しているグループの一つですが、そのキャッチコピーは、「ラージャスターンの多様な音楽カース
トから構成されたインドからの音楽使節」というものです。
このグループを始め、フランスやベルギーなどを活動拠点としているグループのリーダーたちの
多くは、先駆者たるハミード・カーンが始めたムサーフィルのゲストミュージシャンとして参加し
ていた人たち、あるいはその影響を受けた人たちなんですね。まさにムサーフィルに参加すること
で学び影響を受け、そして独立を果たした者たちです。そして特筆すべきは、その全員がハミード
の親戚や遠縁にあたることです。系譜図でその相関を確認してみましょう。ハミードの母と、アブ
ドゥル・ガフールの妻は姉妹で、2人ともケーラープという村の出身です。ハミードは、この村の
親戚たちや他の村落出身の縁者たちをムサーフィルのメンバーとしてフランスに呼んだことが、第
二世代が生まれる切っ掛けとなりました。そこから彼ら自身が独立してリーダーとなりグループを
つくりあげていった。「独自の」という言い方をするけれども、「ムサーフィル・モデル」を継承・
踏襲しているということですね。
ミーラースィー・コミュニティの伝統として、社会経済的に成功した者は、家族はもとより親族
・姻族の世話をすることが地位や名誉の向上につながり、逆にそれらの親戚や関係者は彼らの成功
にあやかろうとするわけです。したがって、「ムサーフィル・モデル」がこれらのグループに踏襲
されていても不思議はないのですが、問題となるのは、フランスやその周辺国において同じような
ネーミングで活動するグループが増え、親戚間の過当競争を引き起こすことですね。そのため、演
奏機会をより多く得るためには、かつてのムサーフィルより出演料を安く設定することが一つの戦
略となりますが、そのことは出演料の相場を落とすことにも繋がる。彼らの間でも生き残りをかけ
た、売り込みや駆け引きといったものが生じることになります。
なお、今回は時間の都合もあるので深堀りはできませんが、彼らのフランスにおける生活につい
ても興味深いところです。安定的に欧州で演奏活動を行なうには、長期滞在ビザが必要になる。彼
らは、どのようにフランスで生活してきたのか。また、そのこととも関係することなのですが、グ
ループのリーダーたちの多くはフランス人と結婚している、あるいは結婚した経験があるんです
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ね。このあたりは、フランスとインド・ムスリムの結婚制度や「恋愛」の問題につても触れる必要
があるので、別の機会に譲りたいと思います。
音楽で生きることと変化への対応
さて、ハミードのフランスにおける海外展開と、ムサーフィルに続くインド「国外」で活動する
次世代グループとの関係を見てきました。この表はインド「国内」を基盤に活動する次世代グルー
プの一部についてまとめたものです。海外で活動するグループがジプシーを標榜するのに対して、
インド「国内」で活動するグループにはその傾向は見られず、むしろラージャスターンやジャイプ
ルなどローカリティに根ざすネーミングが重視されています。
彼ら自身が自分たちをどのように表現しているのか、その具体例をカーフィラというグループで
みてみたいと思います。カーフィラとは異邦人を意味しており、放浪者を意味するムサーフィルの
コンセプトと似ています。彼らは「ラージャスターンのメロディとリズムを、伝統楽器と西洋楽器
の融合によって、世界に広めることを使命とするプログレッシブ・フュージョンバンドだ」と言っ
ています。どこかで聞いたことのあるフレーズです。また、ジャイプル・ビートというグループ
は、「ラージャスターンのフォークとスーフィー音楽の融合を目指すインターナショナル・フュー
ジョンバンド」を標榜しています。彼らは 2010年の『インディアズ・ゴット・タレント』に出演
して、セミファイナリストとなりました。
最後に現在インドでもっとも売れっ子になっているラージャスターン・ルーツというグループに
ついて紹介したいと思います。彼らは民博に招かれて、日本にも来ていますし、海外で演奏すると
きはジプシー・スピリットという名前も使うことがあります。これまでのグループと異なるのは、
グループのリーダーがミーラースィーでも他の世襲音楽カーストでもなく、ラージャスターンの出
身者でもなく、プロの音楽家でもなかった人物であるということです。アディティヤ・バシンは長
年国内外のホテルマネジメントに携わった後にラージャスターンに来て、裕福なラージプートが設
立した文化財団に雇われ、村落の音楽家の発掘に従事するようになった人物です。
彼がリーダーとなるラージャスターン・ルーツのホームページから、その自己紹介文を見てみま
しょう。2005年に結成された「ラージャスターン・ルーツは文化複合的プラットホームにこの地
方のフォークを置き、ブルースとしてアレンジし、電子音楽などを取り込んだ新しい音楽を創造し
ています。さまざまな嗜好性を持つさまざまな年代の人々にアピールすることで、ラージャスター
ンの音楽芸能を促進しようという試みるグループ」とあります。これまた、これまで見て来たもの
と良く似たフレーズです。
リーダー兼プロデューサーのアディティヤ・バシンは、「ラージャスターン・ルーツは民俗音楽
家たちに新たな創造と表現の機会を提供している」と言っています。すなわち音楽的、あるいは社
会階層的なあらゆる境界をなくすことで、音楽家たちの創造性がいかんなく発揮されると。このグ
ループの特徴は「ムサーフィル・モデル」を継承しつつも、さらにソフィスティケイトされている
ということでしょう。
このグループもメンバーを固定せずに数十名の音楽家プールから、随時メンバーを招集してい
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る。アディティヤ・バシンはこのバンドを音楽家の集合体「コレクティーフ」と呼んでいます。彼
は、「これまでのバンドでは異なるカーストの音楽が集まって 1つの音楽を形成することはなかっ
た。そのような音楽家の集合体が海外に行って西洋の音楽家とセッションすることはなかった。ラ
ンガーやマーンガニヤールなどの民俗音楽が国内外のクラブで演奏することはなかった」とインタ
ビューで語っていますが、実際には「ムサーフィル・モデル」を踏襲し引き継いでいるわけです。
また、リーダーであるアディティヤと電子楽器以外の主要メンバーの多くは、ミーラースィー、ラ
ンガー、マーンガニヤールであるということです。
これが最後のスライドになります。ここでは、グループではなくて音楽家個人について注目して
みましょう。これまでカーフィルやジャイプル・ビート、ラージャスターン・ルーツについて見て
きましたが、この 3つすべてのグループに参加している売れっ子の演奏家がいます。彼はフィロー
ズ・アリーというゴチャの一族に属するミーラースィーで、西洋楽器のサクソフォン奏者なんです
ね。今回の発表では、主としてカーワー一族のみに注目して彼らの音楽伝統の再生産のあり方、特
にインドのグローバル化が加速された 1980年以降の変化について検討してきたわけですが、ゴチ
ャの一族の一人である彼についても少しだけ触れておきたいと思います。
彼は小学生までは音楽に全く興味がなく、ハヤールという声楽の歌い手である父に言われても世
襲の音楽を学びませんでした。彼はムスリムには推奨されない音楽、特にヒンドゥーの歌謡を歌っ
たり、伴奏したりすることに罪悪感を覚えて、みずからの音楽伝統に背を向けていた。そんな彼を
見かねた父がフランス人のサクソフォン奏者の弟子に頼んで、フランスに連れていってもらって、
楽器の演奏の手ほどきを受けさせた。彼は未知の楽器サクソフォンに興味を示し、その楽器でそれ
まで聞きなじんでいた古典音楽のラーガやラージャスターンの民俗音楽を弾きこなせるようにな
り、今では 3つのグループで活躍する売れっ子になっています。
まとめ：カーワー一族における音楽伝統の再生産と適応戦略
さて、まとめに入りたいと思います。これまで見てきたグループの共通点は、1980年代以前の
インドでは稀だった、異なるカースト・コミュニティに属する音楽家が 1つのグループとなり、北
インド古典音楽・準古典音楽、ラージャスターンの民俗音楽などを融合し、即興を交えて展開して
いることです。ときには西洋楽器を組み入れ、西洋的音楽やアラビア風のアレンジも導入し、「フ
ュージョン」が標榜されている。
また、それぞれにグループには豊富な海外経験と西洋諸国の言語に通じたリーダー、ディレクタ
ー兼リクルーターを兼ねたマネジャーがいて、西洋的嗜好性、あるいはインドにおけるニューミュ
ージックに対する嗜好性を熟知し、イベントマネジャーや海外のエージェントなどにコネクション
を有しているという共通点がある。そしてどのグループもその中核にはミーラースィーの音楽家が
いて、グループの原動力となっており、環境変化に対する彼らの適応能力がいかんなく発揮されて
きたように思います。
それは彼らが古典音楽の伴奏者として培ってきた即興能力の賜物であったのではないか。その一
方、海外でのオーディエンスに対しては、意識的戦略的にジプシーとラージャスターンを結びつ
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け、ラヴィ・シャンカルのようなインド古典音楽の巨匠たちとの差別化をはかって生き残りを模索
してきたと考えられます。
本報告におけるカーワー一族の 100年にわたる主要楽器の変化やフュージョン音楽への取り組み
などは、知名度の高い古典音楽の主奏者の家系には余り見られない新たな動向と考えられます。こ
れらは何世代にもわたって主奏者の即興に合わせて臨機応援な即興伴奏を行ってきたミーラースィ
ーたちの潜在的能力であると同時に、変化する音楽社会的環境の中で生き残るための適応戦略と言
えるのではないかと思います。
特に 1980年代以降のグローバル化が急激に進行する世界でのカーワー一族の適応戦略とは、海
外におけるミュージシャンとしての演奏機会や成功体験を足掛かりにしていること。そして、主奏
者やプロデューサーからの指名を待つだけの伴奏者から脱却する過程で、聴衆の嗜好性を把握して
仕掛けるプロデュースのあり方やマーケティング手法といったものへの気づきと無関係ではない。
インド国内の階層的社会関係に縛られないグローバルな音楽世界への参入によって生まれた新たな
音楽形態、例えば「ムサーフィル・モデル」は、ローカルな音楽世界に環流して変化をもたらす。
何世紀にもわたって、時に主奏者を引き立て、時にパトロンを喜ばせるために用いられてきたミー
ラースィーたちの技芸と臨機応変な即興能力は、環境の変化のもとで新たな聴衆と市場の要請に応
じる形で、異なる音楽のコーディネーションに生かされるようになった。ひるがえって、そのよう
な再帰的な取り組みはラージャスターン及び彼ら自身の社会関係や音楽伝統を変化させる要因にも
なっているのではないかと思われます。
以上です。
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